
新
旧
二
つ
の
総
会
は
当
初
、

つ
ど
え
～
る
で
行
う
は
ず
だ
っ

た
が
、
３
密
と
呼
ば
れ
る
密

閉
・
密
集
・
密
接
を
避
け
る
こ

と
が
感
染
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、

他
地
区
自
治
会
も
こ

の
方
式
を
多
く
が
採

り
入
れ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会

は
、
３
月
末
で
退
任

す
る
谷
和
政
会
長
の

後
任
に
片
岡
秀
憲
氏

（
倉
掛
17
組
）
を
推
薦
。
各
組

自
治
会
長
へ
決
算
案
等
を
含
む

議
案
を
配
り
、
書
面
表
決
に
よ

り
会
長
の
就
任
が
決
ま
っ
た
。

02
年
度
予
算
案
及
び
次
期
役
員

等
も
同
様
に
、
書
面
表
決
で
承

認
さ
れ
た
。

《
自
治
連
合
会
役
員
》

会

長

片
岡

秀
憲

副

会

長

佐
能

敏
政

会

計

増
成

実

総
務
部
長

川
相

勝

消
防
環
境
部
長

関
戸

啓
二

防
犯
交
通
部
長

山
岡

秀
男

福
祉
体
育
部
長

渡
辺
伸
太
郎

防
災
広
報
広
聴
部
長佐

藤

謙
治

監
（
幹
）
事

濱
田

英
樹

監

事

國
田

和
馬

（
連
合
会
関
係
役
員
）

少
年
部
長

西
山

加
菜

消
防
第
３
部
長

増
成

智
也

友
愛
愛
育
担
当

横
田

知
恵

倉
掛
少
年
団
育
成
会
は
４
月

４
日
、
つ
ど
え
～
る
で
令
和
２

年
度
第
１
回
目
の
定
例
会
を
開

き
、
前
期
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

西
山
加
菜
会
長
は
「
本
年
度

の
団
員
は
17
人
で
す
。
育
成
会

の
皆
さ
ん
と
も
歩
調
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
楽
し
い
活
動
を
目
指

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。新

役
員
及
び
前
期
活
動
計
画

は
次
の
と
お
り
。

《
育
成
会
役
員
》

会

長

西
山

加
菜

副
会
長

村
上

達
也

副
会
長

花
本

啓
史

副
会
長

渡
辺

泰
子

副
会
長

河
合

季
久

会

計

高
橋

宏
真

監

査

塚
村

秀
司

顧

問

新
谷

泰
規

《
少
年
団
役
員
》

団

長

西
山
麗
乃
亜

副
団
長

谷

秀
成

《
前
期
の
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃
（
中
止
）

５
月

公
園
堤
清
掃
作
業

５
月

井
原
町
大
運
動
会

（
中
止
）

６
月

資
源
回
収

６
月

向
町
倉
掛
少
年
団
親

睦
大
会

７
月

キ
ャ
ン
プ

（
高
梁
市
川
上
町
弥
高
山
）

７
月

ラ
ジ
オ
体
操
・
郷
社

８
月

公
園
清
掃
奉
仕
作
業

９
月

三
世
代
交
流
会

写
真
上
＝
前
列
左
か
ら
渡
辺
泰

子
・
西
山
加
菜
・
河
合
季
久
、

後
列
左
か
ら
村
上
達
也
・
高
橋

宏
真
・
花
本
啓
史
（
敬
称
略
）

足
次
山
神
社
境
内
北
側
の
玉

垣
の
一
部
が
４
月
20
日
、
盛
り

上
が
っ
た
巨
木
の
根
に
よ
っ
て

傾
き
、
午
前
11
時
ご
ろ
倒
壊
し

た
。こ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

玉
垣
は
長
年
の
間
に
徐
々
に
傾

い
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
高
さ

約
１
ｍ
の
中
柱
６
本
（
幅
２
・

６
３
ｍ
）
が
道
路
側
へ
倒
れ
、

神
社
総
代
は
車
両
の
通
行
に
支

障
が
あ
る
と
し
て
正
午
前
、
境

内
側
へ
片
付
け
た
。

新
年
度
を
迎
え
た
サ
ロ
ン
あ

す
は
が
、
新
規
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
は
、
地
域
で
の
孤
立
や
閉
じ

こ
も
り
の
防
止
、
健
康
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、
参
加

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
緒
に

な
っ
て
企
画
・
運
営
す
る
楽
し

い
仲
間
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
交

流
の
場
。

山
岡
由
紀
恵
会
長
は
「
年
間

に
10
回
の
行
事
を
実
施
し
て
い

る
。
体
調
や
都
合
の
良
い
と
き

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
郷
社

で
毎
月
第
１
月
曜
日
（
雨
天
時

は
第
２
月
曜
）
午
前
10
時
か
ら

行
っ
て
い
る
。
用
具
有
り
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

育成会長に西山さん

連
合
会
長
に
片
岡
秀
憲
氏

※カッコ内は世帯数

１ 組（ 9）片山 守

２ 組（ 5）大坪 正広

３ 組（12）倉橋 則雄

４ 組（ 6）山本 俊行

５－１組（11）柚木 英司

５－２組（ 8）實森 久松

６ 組（11）岡崎 三郎

７ 組（ 6）山岡 弘幸

８ 組（21）森兼 弘子

９ 組（ 4）藤沢 伯夫

10 組（ 5）安原 陽子

11 組（ 6）片岡 厚子

12－１組（ 4）西山 房子

12－２組（14）佐藤 謙治

13－１組（ 8）川上 泰宏

13－２組（13）浜田 精三

13－３組（18）津組 淳子

14 組（10）片岡 宏文

15－１組（11）渡辺 彰夫

15－２組（ 7）倉橋 絢子

16 組（15）糸島 潤弥

17 組（ 7）渡辺 幸枝

18－１組（ 9）藤原 敏史

18－２組（ 9）松田 和枝

18－３組（ 4）野宮 幹人

〔総世帯数２３３戸〕

令和２年度自治会長

楽しい活動を
倉 掛 少 年 団 ＆ 育 成 会

「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」

３
月
の
令
和
元
年
度
倉
掛
自
治
会
決
算
総
会
及
び
４
月
の
令

和
２
年
度
同
予
算
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
開
催
せ
ず
、
議
案
は
す
べ
て
書
面
表
決
と
し
た
。

郷

社

玉

垣

が

倒

壊

新

型

コ

ロ

ナ

影

響

甚

大

サロンあすはスタッフ

川相 肇 田原耕太郎

細羽 正敏 井上 純志

中島 知子 丸山 節子

瀬川 治子 河合 典子

渡辺 照子 関戸智津子

渡辺 邦子 山岡由紀恵

倉橋 雅子 藤原 朱実

片岡 文子 森 典子

会

長

に
山

岡

さ

ん

サ
ロ
ン

あ
す
は

倉掛自治会



２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
小
田
川
河
川
敷
の
雑
木

撤
去
及
び
堆
積
し
た
土
砂
を
取

り
除
く
掘
削
工
事
が
３
月
末

日
、
終
了
し
た
。

ま
た
昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た

倉
掛
排
水
ポ
ン
プ
樋
門
の
管
理

講
習
会
の
際
、
「
井
原
大
橋
の

橋
脚
に
水
位
を
示
す
表
示
が
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
出
て

い
た
こ
と
か
ら
、
井
原
大
橋
の

橋
脚
へ
排
水
ポ
ン
プ
の
起
動
水

位
を
示
す
ペ
イ
ン
ト
（
写
真

下
）
が
３
月
31

日
、
行
わ
れ

た
。

井
原
地
区
の
不
燃
性
粗
大
ご

み
25

品
目
の
回
収
が
４
月
26

日
、
井
原
小
学
校
校
庭
で
行
わ

れ
た
。

作
業
は
井
原
町
内
９
地
区
の

自
治
連
合
会
役
員
と
井
原
市
環

境
課
及
び
井
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
関
係
者
が
協
力
し
て

午
前
８
時
よ
り
作
業
を
開
始
。

自
転
車
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

積
ん
だ
住
民
の
ク
ル
マ
は
次
々

と
国
道
３
１
３
側
か
ら
進
入

し
、
指
定
さ
れ
た
粗
大
ご
み
と

申
請
書
を
照
合
。
所
定
の
位
置

で
ク
ル
マ
が
停
止
す
る
と
連
合

会
役
員
ら
が
ご
み
を
降
ろ
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
置
か
れ
た
分
別

用
コ
ン
テ
ナ
へ
手
際
よ
く
運
び

込
ん
で
い
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
春
季
大

祭
が
４
月
４
日
に
あ
っ
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
巫
女
舞
は
と
り
や

め
。
露
店
も
立
た
ず
、
寂
し
い

郷
社
祭
り
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
現

在
、
全
世
界
に
蔓
延
し
日
本
も

緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
す
る
な

ど
感
染
拡
大
防
止
に
懸
命
。
井

原
市
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
し
、
公
共
施
設
の
多
く
を
閉

鎖
し
た
。
小
中
高
の
各
学
校
も

５
月
末
ご
ろ
日
ま
で
休
校
。
期

間
延
長
の
可
能
性
も
あ
り
、
世

の
中
の
活
気
が
失
わ
れ
る
こ
と

を
懸
念
す
る
声
が
大
き
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
累
計
は
５
月
６
日
現
在
、
全

国
で
１
万
５
３
５
４
人
、
岡
山

県
は
23
人
。
井
原
市
は
０
人
。
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5/14  事業所自治会費集金

5/16  倉掛自治会役員会

5/17-24 側溝土砂清掃（倉掛全戸）

6/ 7  側溝土砂回収積込（自治連）

6/ 7  井原分団第３部試運転日

6/ 7  倉掛少年団春季資源回収

6/ 7  郷社倉夏氏子清掃 8:00～

6/20  倉掛自治会役員会

6/28  向町倉掛少年団親睦大会

7/ 4  郷社足次山神社役員会

7/ 5  郷社倉夏氏子清掃 8:00～

7/ 5  井原分団第３部試運転日

7/18～19 倉掛少年団キャンプ

7/20  ラジオ体操（8/2まで）

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

現在休止中です

※つどえ～る金曜朝市

現在休止中です

日用品や医薬品などを低価格でサービスするデ

ィスカウントストア・ダイレックス井原店（本社：

佐賀市）が３月２８日、倉掛地内にオープンした。

ダイレックス井原店の店舗面積は１１５２㎡。営

業時間は午前9時から午後10時。駐車台数５９台。

倉 掛 ほ っ と 情 報
■ダイレックス井原店オープン（3/28）

令
和
２
年
度
自
治
連
合
会
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た

17
組
の
片
岡
で

す
。私

が
倉
掛
自
治
連
合
会
の
役
員
に

お
誘
い
い
た
だ
い
た
の
は
今
か
ら
７

年
前
、
細
羽
会
長
の
時
で
し
た
。

私
は
生
れ
も
育
ち
も
井
原
市
で
は

な
く
結
婚
を
機
に
倉
掛
に
住
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
消
防
団
に
お

誘
い
頂
き
ま
し
た
が
、
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
頃
で
、
会
社
員
と
自
営
業

の
二
足
の
草
鞋
で
余
裕
が
な
く
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
少
年
団
活
動
も
年
中
無
休
の

仕
事
で
日
曜
日
の
活
動
に
出
て
行
か

れ
ず
妻
に
任
せ
っ
き
り
で
し
た
。
倉

掛
に
住
ま
い
し
、
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
何
か
力
に

な
れ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
矢
先
、
自
治
会
役
員

に
と
言
う
お
言
葉
を
頂
き
浅
学
非
才

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
治
会
役
員

を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
、
消
防
環
境
部
長
、
総
務
部

長
、
会
計
、
副
会
長
と
６
年
間
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
経
験
不
足
と
能
力
不
足
で
歴

代
会
長
の
よ
う
に
運
営
で
き
る
か
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
は
自
治

会
役
員
の
皆
様
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が

ら
全
力
で
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

自
治
連
合
会
は
、
地
域
の
方
々
が

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
関
係
諸

団
体
と
協
力
し
て
地
域
の
環
境
整
備

や
防
災
・
防
犯
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。本

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
各
行
事
が
中

止
と
な
り
、
充
分
な
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が

ら
円
滑
に
自
治
会
活
動
の
運
営
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
自
治
連

合
会
に
対
し
ま
し
て

一
層
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

会 長 片 岡 秀 憲

長 就

社
会
全
体
が
ひ
っ
そ
り
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

倉 掛 裏 河 川 敷

各自治連が協力
井原地区粗大ごみ回収

平成１５年から始まった不燃性粗大ごみの回
収は、今や住民への大切な行政サービス

小田川

雑木の取り除きから川床掘削工事に至った小田川


